
 

 

 

 

  ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
言
え
ば
、
こ
こ
数
年
人
気

が
上
昇
し
、
プ
ロ
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
誕
生
し
た

ぐ
ら
い
の
「
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
」
で
す
。 

国
体
の
競
技
と
し
て
正
式
採
用
さ
れ
た

り
、
特
定
の
ソ
フ
ト
の
世
界
選
手
権
が
開
催

さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
日
本
国
内
だ
け
で
な

く
、
世
界
各
地
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

【
市
場
は
こ
れ
か
ら
も
「
拡
大
」
す
る
】 

 

ゲ
ー
ム
業
界
誌
の
最
大
手
で
あ
る
Ｋ
Ａ
Ｄ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
の
分
析
調
査
で
は
、
２
０
２
０

年
か
ら
２
０
２
３
年
ま
で
の
e
ス
ポ
ー
ツ
市

場
の
平
均
的
な
成
長
率
は
２６
％
と
予
想
し
て

い
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
高
速 

・
大
容

量
化
が
実
現
す
る
モ
バ
イ
ル
通
信
「
５
Ｇ
」

が
開
始
さ
れ
る
こ
と
で
、
モ
バ
イ
ル
端
末
を

使
っ
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
活
発
に
な
る
こ
と
を

要
因
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
・
パ
ソ
コ
ン
向

け
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
ト
ル
が
、
今
後
モ
バ
イ

ル
端
末
で
も
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
普
及
率
の
高
い

日
本
で
は
、
さ
ら
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
市
場
が
拡

大
す
る
余
地
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。 

【
リ
ア
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
「
補
完
」
？
】 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
渦
に
お
い
て
、
多
く
の

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
開
催
を
中
止
、
あ
る
い
は

無
観
客
で
の
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
実
際
に
、
興
行
収
入
を
得
ら
れ
な
く
な

っ
た
こ
と
で
経
営
危
機
に
瀕
し
た
プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
チ
ー
ム
も
相
次
ぎ
、
収
益
の
補
完
と
し

て
、
多
く
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

ス
ポ
ン
サ
ー
が
億
単
位
の
広
告
料
を
当
た

り
前
の
よ
う
に
支
出
す
る
Ｆ１
の
場
合
、
無
観

客
レ
ー
ス
を
開
催
し
つ
つ
、
実
車
の
ド
ラ
イ

バ
ー
を
ゲ
ー
マ
ー
と
し
て
登
場
さ
せ
、
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
を
開
催
し
、
そ
の
様
子

を
有
料
配
信
す
る
こ
と
で
視
聴
料
を
獲
得
す

る
こ
と
に
成
功
し
、
あ
わ
せ
て
広
告
主
へ
の

ア
ピ
ー
ル
と
Ｐ
Ｒ
効
果
を
保
証
す
る
こ
と
に

も
成
功
し
て
い
ま
す
。 

日
本
国
内
で
も
、
日
本
野
球
機
構
や
J
リ

ー
グ
が
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
主
催
す
る
よ
う
に
な

り
、
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
の
両
面
で
収
益

を
得
よ
う
と
す
る
企
業
努
力
も
見
え
ま
す
。 

【
す
で
に
市
民
権
を
得
て
い
る
？
】 

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
す

で
に
私
た
ち
の
日
常
生
活
で
も
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
東
京
メ
ト
ロ
と
（
株
）
ゲ
シ
ピ

は
、
駅
構
内
や
周
辺
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
専
用
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
い

ま
す
。
い
わ
ば
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
と
同
様
の
楽
し
み
方
が

で
き
る
た
め
、
年
々
利
用
者
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。 

令
和
の
時
代
、
ス
マ
ホ
と
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ゲ
ー
ム
が
普
及
す
る
と
新
た
な
進
化
を
遂

げ
る
必
然
性
を
背
負
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
そ
の
引
き
金
を
引
く
た
め

の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
社
会
に

定
着
し
つ
つ
あ
る
の
で
す
。 



 

外
出
す
る
と
き
に

「
ガ
ス
の
元
栓
を
閉

め
た
だ
ろ
う
か
」
と
気

に
す
る
こ
と
は
、
誰
に

で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
で
す
が
、
元
栓
ば

か
り
を
気
に
し
て
窓

を
閉
め
忘
れ
て
い
る

な
ど
、
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う

な
場
合
は
「
不
安
症
」
と
言
っ
て
も

い
い
で
し
ょ
う
。 

●
不
安
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム 

不
安
症
は
、
あ
ま
り
に
も
過
度
な

不
安
を
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
自

分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

く
な
る
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。 

不
安
を
感
じ
る
対
象
や
症
状
に
は

個
人
差
が
あ
り
、
病
名
で
言
え
ば
「
全

般
性
不
安
障
害
」、
そ
の
他
「
パ
ニ
ッ

ク
障
害
」
な
ど
も
、
不
安
症
の
一
種

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

と
に
か
く
、
何
よ
り
不
安
が
優
先

し
て
し
ま
い
、
本
来
行
う
べ
き
こ
と

を
行
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

事
態
に
陥
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

●
不
安
障
害
と
う
つ
病 

不
安
障
害
で
は
、
う
つ
病
や
そ
の

ほ
か
の
不
安
障
害
（
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、

全
般
性
不
安
障
害
、
恐
怖
症
、
強
迫

性
障
害
な
ど
）
を
併
発
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
場
合
、
う
つ
病
の
治
療
を
進

め
た
結
果
、
不
安
症
が
治
る
か
と
言

え
ば
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
う
つ
病
も
不
安
症
も
薬
物
治
療

や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
治
療
の
基
本

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
効
果
の
あ
る

薬
物
は
異
な
り
ま
す
し
、
症
状
は

日
々
変
調
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

定
期
的
な
診
察
を
受
け
、
適
切
な
分

量
の
薬
物
投
与
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

●
不
安
障
害
の
治
療 

不
安
障
害
の
治
療
方
法
と
し
て
は

精
神
療
法
と
薬
物
療
法
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。 

精
神
療
法
で
は
患
者
の
認
知
の
ず

れ
を
改
善
す
る
「
認
知
行
動
療
法
」

が
行
わ
れ
ま
す
。 

認
知
行
動
療
法
は
、
コ
ッ
プ
の
水

を
「
も
う
半
分
し
か
な
い
」
と
捉
え

る
か
「
あ
と
半
分
も
あ
る
」
と
認
め

る
か
、
ど
ち
ら
が
そ
の
人
に
と
っ
て

不
安
を
感
じ
な
い
か
、
自
身
の
心
を

守
る
た
め
に
都
合
の
よ
い
考
え
方
に

切
り
替
え
で
き
る
よ
う
に
行
う
治
療

で
す
。 

■暮らしのたより■      住まいに風の通り道をつくり快適に！ 

風通しのいい家は暮らしに自然な心地よさをもたらしてくれます。感染症対策のひとつとして部屋の換気が重要

視されるようになりました。風を上手に取り込んで換気をすれば、感染症対策はもちろんのこと、湿気を軽減し

たり、夏場の暑さを和らげることにもつながります。そのためには、窓や玄関などを空けて、十分な風を取り込

みたいものです。換気のためとはいえ、窓を開け放しておくのは、防犯面で不安もあります。最近のシャッター

や玄関ドアには、安全面に配慮しながら通風できるものがいろいろあります。また、風通しのいい住まいをつく

る上で必要なのが、「風の通り道」をつくること。窓をひとつ開けただけでは風は通りません。庭先や玄関から取

り入れた風が、家の中を通って反対側に抜けるように考えることが大切です。室内ドアを通風できるドアに変え

ると、家の中に風の通り道をつくることができます。通風ドアには、ルーバー付きのものや、開閉可能な「らん

ま」が付いたタイプなどがあります。ドアを閉めたまま風を通せるので、各部屋のプライバシーを守ることがで

きます。風の通リ道ができれば、窓から入った風が部屋の中を気持ちよく流れて、空気を効率的に入れ換えられ

ます。風通しがよい家になり、ジメジメが気になる梅雨時の湿気対策にもなります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6 月と言えば、梅雨入

りのシーズンです。なか

なか外出がしにくいとい

う場合、缶詰を使った料

理を作ってみてはいかが

でしょうか。 

ストックしやすいツナ

缶を使っているのもポイ

ントです。三つ葉は鮮や

かな緑色で、出来るだけ

色が濃いものを選ぶとよ

いでしょう。三つ葉の爽

やかな香りが、ジメジメ

とした季節を心地よくし

てくれますよ。 

①三つ葉は流水で洗って汚れを落と

し、根を切り落としておく。ニンジ

ンは皮をむいて千切りにしておく。

椎茸は汚れをふき取り、薄切りにし

ておく。②油揚げは油抜きしてある

ものを用意する。油揚げはザルに入

れて熱湯をかけると油抜きできる。

小さめのフライパンを熱し、油揚げ

を加え入れて乾煎りしておく。乾煎りしたら細切りにしておく。 

③鍋に水を注いで火にかけて湯を沸かし、ニンジン、椎茸、油揚げ、

三つ葉をサッと茹でておき、ザルにあげて水気をしっかりと切る。

三つ葉は冷水にとってから冷まし、食べよく切っておく。ツナ缶は

缶の蓋を開けてから油を切っておく。④[A]の薄口醤油、砂糖、塩、

胡麻油、カツオの粉、すり胡麻をボウルに混ぜ合わせ、ツナ缶を加

え入れる。全体を混ぜ、味を見て足りなければ、醤油か塩で調味す

る。⑤ニンジン、椎茸、油揚げ、三つ葉をざっくりと和え、生姜汁

とレモン汁をふったら完成。 

【ポイントメモ】三つ葉がない場合、水菜や小松菜でも代用可。 

【４人分】 

ツナ缶（油を切る）……1缶 

三 つ 葉 … … … 大 1 束 

ニ ン ジ ン … … … 1 / 3 本 

椎 茸 … … … … 1 / 2 パ ッ ク 

油 揚 げ … … 1 / 2 枚 

[ A ] 薄 口 醤 油 … 小 さ じ 1 ～ 

砂 糖 ・ 塩 … … 小 さ じ 1 

胡 麻 油 … … 大 さ じ 1 

カ ツ オ の 粉 … … 少 々 

す り 胡 麻 … … 少 々 

[ B ] 生 姜 汁 … … 少 々 

レ モ ン 汁 … … 少 々 

ジメジメするこの季節。せっかく朝にばっちりメイクをしていて

も、ふと鏡を見ると崩れが気になる、なんてことが増えてきます。 

ベースメイクの仕上げにフェイスパウダーを使用するだけで、よ

りファンデーションを肌に密着させ、メイクを崩れにくくしてくれ

ます。粉末タイプと固形タイプに大きく分けられますが、ツヤ肌に

仕上げたい時には粉末タイプ、陶器のようなマット肌に仕上げたい

時には固形タイプを使用するのがおすすめです。 

初心者の方は、付属のパフではなくブラシを使ってくるくると円

を描くようにすると、まんべんなくつけやすいです。お直しにも使

えるので、お家用と出先用で分けておくと良いでしょう。 



 

こ
ん
に
ち
は
。
エ
ム
エ
ス
ホ
ー
ム
の
佐
原
で
す
。 

い
つ
も
お
世
話
様
に
な
り
ま
す
。 

 

五
月
晴
れ
が
続
い
た
爽
や
か
な
季
節
か
ら
、
い
よ
い
よ

本
格
的
な
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

例
年
の
梅
雨
入
り
は
、
六
月
上
旬
に
九
州
か
ら
順
次
関

東
甲
信
に
か
け
て
梅
雨
入
り
を
迎
え
る
よ
う
で
す
。
今
年

は
梅
雨
前
線
が
早
め
に
日
本
列
島
に
北
上
す
る
と
予
想
さ

れ
、
梅
雨
入
り
と
梅
雨
明
け
が
早
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
梅
雨
入
り
か

ら
梅
雨
明
け
ま
で
の
期
間
は
長
期
に
わ
た
り
、
ほ
ぼ
連
日

不
安
定
な
天
気
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
我
々
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
当
た
ら
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
と
、
こ
の
時
期
の
長
期
の
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
す
と
、

現
場
の
作
業
も
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
こ
と
も
で
き
ず
、
天
気

の
回
復
を
待
っ
て
再
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
当
初
予
定
し
て
い
た
工
期
に
も
遅
れ
を
き
た
し
、
施

工
中
の
お
客
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。 

 

何
れ
に
し
ま
し
て
も
、
一
年
に
一
度
の
梅
雨
は
、
大
切

な
自
然
現
象
の
一
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
長

期
間
続
く
降
雨
や
豪
雨
を
避
け
て
、
程
々
の
梅
雨
の
シ
ー

ズ
ン
で
あ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。 

ひ
と
り
言 

■お客様の施工現場から■   市川市住宅助成金による階段手すり取付/菅野 A 様邸 

こちらのお客様のお住まいは当方事務所のご近所で、築約３０年、建坪４０坪の木造モルタル２階建ての建物で、

お一人暮らしの奥様も年々お年を召され、室内の段差等にも不安を感じられる様になられたとのことでした。そ

こで、市川市が市内の一般住宅の改修を対象にした「住宅あんしん助成制度」の利用をご提案をさせて頂くこと

になりました。現在、お客様のお住まいの階段には手すりが設置されておらず、日常の階段上り下りの際に、万

一、転倒・落下された場合の大ケガにもつながりますので、今回、この「住宅あんしん助成制度」を利用・申請

し手すりの設置をさせて頂くことになりました。この制度を利用するにあたり、市川市の担当部署への申請書類

は多岐にわたりますため、お施主様独自による手続きは繁雑で、当方がお客様の代理人として全てを代行、約２

週間にて市川市からの改修認可を頂きました。そして、お客様と工事契約を取り交わし、使用する部材関係を調

達、改修認可から約１０日後に着工、約２日間にて全ての作業を完了致しました。 

今回の手すりの取り付けにより、階段の上り下りの不安からも解消され、お客様も、日々、安心・快適にお過ご

しになられることと思われます。 
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フォームの提案とサ
ービスの提供に努め
ております。お住まい
のことで、お困りな際
には、どうぞ、お気軽
にご相談、ご用命くだ
さい。 

エムエスホームの概要 
商    号：有限会社エムエスホーム 

設    立：平成 9 年 8 月 1 日 

許 認 可：千葉県知事建設業許可 

    （般-17）第 42746 号 

営業内要：大工工事、内装・水廻り、

屋根・外壁塗装、バリヤフリー、

耐震補強工事、その他小工事 

所 在 地：市川市菅野 4-18-27 

電    話：047-323-2280 

ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：0120-541-209 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ：http://www.ms-home.com 


